
じ わ り と 毎 秒 １ ミ リ 、 赤 プ リ 旧 館 を まじ わ り と 毎 秒 １ ミ リ 、 赤 プ リ 旧 館 を まじ わ り と 毎 秒 １ ミ リ 、 赤 プ リ 旧 館 を まじ わ り と 毎 秒 １ ミ リ 、 赤 プ リ 旧 館 を ま1  

る ご と 動 か する ご と 動 か する ご と 動 か する ご と 動 か す         2  

驚 異 の 工 事 現 場 シ リ ー ズ驚 異 の 工 事 現 場 シ リ ー ズ驚 異 の 工 事 現 場 シ リ ー ズ驚 異 の 工 事 現 場 シ リ ー ズ     3  

2 0 1 3 / 1 1 / 2 7  7 : 0 0  4  

 東 京 都 千 代 田 区 に あ る 旧 グ ラ ン ド プ リ5  

ン ス ホ テ ル 赤 坂 の 跡 地 で 超 高 層 ビ ル 2 棟 の6  

新 築 工 事 を 進 め る 西 武 プ ロ パ テ ィ ー ズ （ 埼7  

玉 県 所 沢 市 ） は 、 敷 地 内 で 保 存 す る 「 旧 館 」8  

の 曳 き 家 （ ひ き や ） 工 事 を 1 1 月 1 8 日 に 公9  

開 し た 。 曳 き 家 と は 、 建 物 を 解 体 せ ず に そ1 0  

の ま ま の 状 態 で 移 動 さ せ る こ と 。 旧 館 の 移1 1  

動 距 離 は 4 4 m で 、 施 工 は 大 成 建 設 が 手 掛 け1 2  

て い る 。  1 3  



 1  

北 側 か ら 見 る 。 旧 館 は 写 真 手 前 か ら 奥 に 向2  

か っ て 動 い た 。 建 物 が 元 あ っ た 場 所 に は 切3  

断 し た 柱 な ど が 残 る 。1 1 月 1 8 日 に 撮 影（ 写4  

真 ： 日 経 ア ー キ テ ク チ ュ ア 、 以 下 同 じ ）  5  

F i g u r e  1  6  

 7  

ゆ っ く り と ゆ っ く り と 動 く 「 赤 プ リ 」 旧 館 。8  

保 存 の た め の 移 設 作 業 を 公 開 （ 1 8 日 ）  9  

F i g u r e  2  1 0  



 旧 館 は 旧 朝 鮮 王 室 の 邸 宅 と し て 1 9 3 0 年1  

に 完 成 し た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 、 地 上 2 階2  

建 て の 建 物 。 宮 内 省 内 匠 （ た く み ） 寮 （ 現3  

在 の 宮 内 庁 管 理 部 ）が 設 計 し て 、清 水 組（ 現4  

在 の 清 水 建 設 ） が 施 工 し た 。  5  

 旧 館 は 戦 後 、 西 武 鉄 道 の 所 有 と な り 、 5 56  

年 に 客 室 数 3 1 室 の 赤 坂 プ リ ン ス ホ テ ル（ 通7  

称 、 赤 プ リ ） と し て 開 業 し た 。 8 3 年 に 丹 下8  

健 三 氏 の 設 計 で 4 0 階 建 て の 「 新 館 」 が 開9  

業 し て か ら は 、 婚 礼 施 設 や レ ス ト ラ ン 、 バ1 0  

ー な ど と し て 使 わ れ て き た 。  1 1  

 1 2  

写 真 の 左 手 前 に 向 か っ て 動 く 旧 館 。 床 下 で1 3  

は 作 業 員 が 建 物 を 支 え る 「 こ ろ 棒 」 の 盛 り1 4  

替 え や 微 調 整 な ど に 追 わ れ る  F i g u r e  3  1 5  



 1  

南 側 か ら 見 た 現 場 の 様 子 。 写 真 中 央 が 旧 館 。2  

手 前 で は 住 宅 棟 の 山 留 め 工 事 や 掘 削 工 事3  

が 進 む  F i g u r e  4  4  

 西 武 プ ロ パ テ ィ ー ズ は 2 0 1 1 年 3 月 に ホ5  

テ ル の 営 業 を 終 了 。 新 館 は 大 成 建 設 ・ 西 武6  

建 設 J V（ 共 同 企 業 体 ） が 「 テ コ レ ッ プ シ ス7  

テ ム 」 と 呼 ぶ 騒 音 や 粉 じ ん を 抑 え る 工 法 を8  

使 っ て 、 1 3 年 7 月 ま で に 解 体 し た 。 解 体 工9  

事 中 に 、 ホ テ ル が 徐 々 に 低 く な っ て い く 様1 0  

子 が 話 題 を 呼 ん だ 。  1 1  

 跡 地 に は 地 下 2 階 、 地 上 3 6 階 建 て で 高1 2  

さ 1 8 0 m の オ フ ィ ス ・ ホ テ ル 棟 と 、 地 上 2 41 3  

階 建 て で 高 さ 9 0 m の 住 宅 棟 を 建 て る 。 総 事1 4  

業 費 は 約 9 8 0 億 円 で 、1 6 年 夏 ご ろ の 開 業 を1 5  

目 指 す 。  1 6  



 1  

敷 地 の 北 東 側 か ら 1 2 年 7 月 に 撮 影 し た 現2  

場 の 全 景 。 写 真 中 央 左 に 見 え る の が 4 0 階3  

建 て の 新 館 （ 写 真 ： 西 武 プ ロ パ テ ィ ー ズ 、4  

以 下 同 じ ）  F i g u r e  5  5  

 6  

同 じ 位 置 か ら 1 3 年 1 0 月 に 撮 影 し た も の 。7  

新 館 な ど は 解 体 さ れ て 姿 を 消 し た  F i g u r e  8  

6  9  



 1  

工 事 現 況 図 。 旧 館 （ 旧 李 王 家 東 京 邸 ） は 1 12  

月 1 9 日 ま で に 、 南 東 方 向 に 4 4 m 動 か す 13  

回 目 の 曳 き 家 を 終 え た 。 図 中 の 1 工 区 は 新4  

築 す る オ フ ィ ス ・ ホ テ ル 棟 、 2 工 区 は 住 宅5  

棟 の 現 場 を そ れ ぞ れ 示 す （ 資 料 ： 西 武 プ ロ6  

パ テ ィ ー ズ ）  F i g u r e  7  7  

 旧 館 は 1 1 年 に 東 京 都 の 有 形 文 化 財 と し8  

て 指 定 さ れ た 。 「貴 重 な 文 化 財 を 保 存 し て 、9  

建 て 替 え 計 画 の シ ン ボ ル に し た い 」 。 西 武1 0  

プ ロ パ テ ィ ー ズ 都 市 開 発 部 の 妹 尾 寛 仁 ジ1 1  

ェ ネ ラ ル マ ネ ー ジ ャ ー は こ う 話 す 。  1 2  

 た だ し 、 保 存 後 の 旧 館 の 利 用 方 法 は 現 時1 3  

点 で 明 ら か に し て い な い 。 妹 尾 ジ ェ ネ ラ ル1 4  



マ ネ ー ジ ャ ー は 「 関 係 官 庁 と 協 議 し て 、 多1  

く の 人 に 利 用 し て も ら え る 施 設 に し た い 」2  

と 述 べ る に と ど め た 。  3  

■ 移 設 中 に 地 下 躯 体 を 構 築  4  

 曳 き 家 は 2 段 階 に 分 け て 施 工 す る 。 1 35  

年 1 1 月 に 1 回 目 の 曳 き 家 を 実 施 。 元 の 場6  

所 か ら 南 東 方 向 に 4 4 m 動 か し て 仮 置 き す る 。 7  

 仮 置 き す る 間 、 旧 館 が あ っ た 場 所 の 地 下8  

に オ フ ィ ス ・ ホ テ ル 棟 の 駐 車 場 や バ ス 乗 り9  

場 、 タ ク シ ー 乗 り 場 な ど を つ く る 。 地 上 部1 0  

に 床 ス ラ ブ を 打 設 し た 後 、 逆 打 ち 工 法 で 掘1 1  

削 を 進 め る 。 旧 館 は 1 4 年 8 月 に 2 回 目 の1 2  

曳 き 家 を 実 施 し て 、 ほ ぼ 元 の 位 置 ま で 戻 す 。 1 3  

 「 駐 車 場 な ど の 基 盤 施 設 を 地 下 に 埋 設 す1 4  

る こ と で 、 地 上 部 を 緑 化 す る 計 画 だ 」 と 、1 5  

設 計 ・ 監 理 を 担 う 日 建 設 計 P M O 部 の 松 崎 愛1 6  

彦 氏 は 説 明 す る 。  1 7  



 1  

敷 地 の 一 部 に は 地 下 躯 体 の 床 ス ラ ブ を 先2  

行 し て 設 け た （ 写 真 ： 日 経 ア ー キ テ ク チ ュ3  

ア 、 以 下 同 じ ）  F i g u r e  8  4  

 5  

曳 き 家 中 の 旧 館 を 北 側 か ら 見 る 。 建 物 は 垂6  

直 方 向 に 2 2 c m ジ ャ ッ キ ア ッ プ し て い る  7  

F i g u r e  9  8  

 旧 館 を 曳 き 家 せ ず 、 元 の 位 置 に 残 し た ま9  

ま 直 下 で 、 駐 車 場 な ど の 躯 体 工 事 （ 主 要 構1 0  

造 部 分 を 作 る 工 事 ） を 進 め る 案 も 検 討 し た 。1 1  

し か し 、 建 物 の 仮 支 え な ど が 複 雑 に な る 。1 2  



「 費 用 と 工 期 の 両 方 を 考 え る と 、 旧 館 を い1  

っ た ん 曳 き 家 し た 方 が 有 利 だ っ た 」 （ 松 崎2  

氏 ）  3  

■ 毎 秒 0 . 5 ～ 1 m m の 速 さ で そ ろ り と 移 動  4  

 1 回 目 の 曳 き 家 は 1 1 月 1 1 日 に 開 始 。 1 15  

月 1 9 日 ま で の 休 工 日 を 除 く 実 質 8 日 間 で6  

4 4 m 移 動 し た 。 建 物 の 総 重 量 は 5 0 0 0 t 。 油7  

圧 式 の 推 進 ジ ャ ッ キ で 総 重 量 の 3 ～ 4 ％ に8  

相 当 す る 2 0 0 t 弱 の 水 平 力 を 加 え て 、 毎 秒9  

0 . 5 ～ 1 m m の 速 さ で 動 か し た 。  1 0  

 1 1  

レ ー ル 上 に こ ろ 棒 を 並 べ た 移 動 台 車 。 1 台1 2  

当 た り で 平 均 5 0 t 強 の 建 物 重 量 を 支 え る  1 3  

F i g u r e  1 0  1 4  



 1  

移 動 台 車 を 押 す 推 進 ジ ャ ッ キ 。 ス ト ロ ー ク2  

が 2 0 0 m m の ジ ャ ッ キ を 2 台 つ な げ た  3  

F i g u r e  1 1  4  

 「 見 て い て も 動 い て い る こ と が 分 か ら な5  

い く ら い の ゆ っ く り と し た ス ピ ー ド だ 。 ジ6  

ャ ッ キ の 油 圧 や 建 物 の 変 位 量 を 一 元 管 理7  

し て 、 不 具 合 が 起 こ ら な い よ う 慎 重 に 作 業8  

し て い る 」 と 、 大 成 建 設 の 小 倉 学 作 業 所 長9  

は 言 う 。  1 0  

 1 1  



推 進 ジ ャ ッ キ は 1 8 列 あ る レ ー ル の う ち 、1  

1 5 列 の レ ー ル の 後 端 部 に 設 け た  F i g u r e  2  

1 2  3  

 曳 き 家 に 先 立 っ て 、 大 成 建 設 は 1 2 年 74  

月 以 降 、 旧 館 1 階 の 床 や 梁 の 下 に 、 厚 さ5  

7 5 c m ほ ど の プ レ ス ト レ ス ト ・ コ ン ク リ ー ト6  

（ 鉄 筋 と は 異 な る 特 殊 な 鋼 材 を 入 れ る こ7  

と で 、 引 張 力 へ の 耐 性 を 高 め た コ ン ク リ ー8  

ト ） 製 の 「 マ ッ ト ス ラ ブ 」 と 呼 ぶ 補 強 床 を9  

順 次 構 築 し て い っ た 。 マ ッ ト ス ラ ブ の 下 に1 0  

仮 受 け ジ ャ ッ キ を 据 え 付 け 、 建 物 の 重 量 を1 1  

受 け 替 え た 後 、 既 存 の 柱 を ワ イ ヤ ソ ー で 切1 2  

断 し た 。  1 3  

 そ の 後 、 地 上 部 に レ ー ル を 敷 設 し て 、 直1 4  

径 6 0 m m の こ ろ 棒 を 介 し た 計 9 5 台 の 移 動 台1 5  

車 に 建 物 を 載 せ 、 後 端 部 か ら 推 進 ジ ャ ッ キ1 6  

で 水 平 方 向 に 押 し た 。 推 進 ジ ャ ッ キ の 数 は1 7  

1 5 台 。 1 回 の ス ト ロ ー ク で 建 物 を 約 3 5 0 m m1 8  

ず つ 動 か し た 。  1 9  



 「 ジ ャ ッ キ に よ る 押 し 出 し 作 業 を 1 日 に1  

1 7 ～ 2 0 回 繰 り 返 し て 、建 物 を 1 日 当 た り お2  

よ そ 6 m ず つ 移 動 さ せ た 」 （ 小 倉 所 長 ） 。3  

建 物 の 移 動 中 は 、3 0 人 ほ ど の 作 業 員 を 床 下4  

や 周 囲 に 配 置 。 移 動 に 合 わ せ 、 こ ろ 棒 を 盛5  

り 替 え た り 、 位 置 を 微 調 整 し た り し て 、 建6  

物 が ス ム ー ズ に 動 く よ う に 気 を 配 っ た 。  7  

■ 旧 館 は チ ュ ー ダ ー 様 式 の 外 観  8  

 9  

曳 き 家 工 事 前 の 旧 館 の 外 観 （ 写 真 ： 西 武 プ1 0  

ロ パ テ ィ ー ズ 、 以 下 同 じ ）  F i g u r e  1 3  1 1  



 1  

旧 館 1 階 の 広 間  F i g u r e  1 4  2  

 旧 館 は 、 旧 李 王 家 東 京 邸 と も 呼 ば れ 、 外3  

観 は 英 国 の チ ュ ー ダ ー 様 式 を 基 調 と す る 。4  

車 寄 せ の 開 口 部 や 階 段 室 に あ る ス テ ン ド5  

グ ラ ス の 窓 上 部 に 、 半 円 を 少 し 押 し 潰 し た6  

よ う な 形 の 特 徴 的 な ア ー チ が 見 ら れ る 。 木7  

造 の 小 屋 組 み に 支 え ら れ た 屋 根 は ス レ ー8  

ト ぶ き で 、 急 勾 配 の 大 き な 寄 棟 に 屋 根 窓 や9  

塔 屋 を 組 み 合 わ て い る 。  1 0  



 1  

旧 赤 坂 プ リ ン ス ホ テ ル で 開 か れ た ガ ー デ2  

ン パ ー テ ィ ー の 様 子 。6 5 年 に 撮 影  F i g u r e  3  

1 5  4  

 一 方 、 内 装 は ね じ り 柱 や 網 代 （ あ じ ろ ）5  

天 井 な ど 、 多 様 な デ ザ イ ン が 混 在 す る 。 16  

階 に 来 客 用 の 広 間 や 大 食 堂 を 配 置 。 2 階 に7  

は 寝 室 な ど の プ ラ イ ベ ー ト な 部 屋 が 設 け8  

ら れ て い た 。  9  

■ 創 建 時 の 姿 を 復 元  1 0  

 2 段 階 の 曳 き 家 工 事 を 終 え た 旧 館 は 、 後1 1  

年 に 増 築 さ れ て い た 2 階 の 一 部 を 撤 去 し て1 2  



ベ ラ ン ダ を 設 け る な ど 、 創 建 時 の 姿 を 復 元1  

す る 。 基 礎 部 分 の 免 震 化 も 計 画 し て い る 。 2  

 さ ら に 、 建 物 の 北 西 側 を 新 た に 増 築 し て 、3  

再 活 用 す る た め に 必 要 な 諸 室 を 集 約 す る 。4  

西 武 プ ロ パ テ ィ ー ズ で は 「 旧 皇 族 建 築 と し5  

て 当 時 の 面 影 を 残 し つ つ 、 建 物 と し て 命 あ6  

る 文 化 財 を 目 指 す 」 と 説 明 し て い る 。  7  

 新 築 す る 2 棟 の 超 高 層 ビ ル の う ち 、 オ フ8  

ィ ス ・ ホ テ ル 棟 は 鹿 島 ・ 鉄 建 ・ 熊 谷 組 J V9  

が 施 工 。 現 在 は 、 既 存 の 地 下 躯 体 を 解 体 し1 0  

て い る ほ か 、 新 築 の 山 留 め 工 事 や 掘 削 工 事1 1  

を 進 め て い る 。  1 2  

 1 3  

旧 館 の 完 成 イ メ ー ジ を 東 側 か ら 見 る 。 後 年1 4  

に 増 築 さ れ て い た 2 階 北 側 を 一 部 撤 去 し て 、1 5  



ベ ラ ン ダ を 復 元 す る （ 資 料 ： 西 武 プ ロ パ テ1  

ィ ー ズ 、 以 下 同 じ ）  F i g u r e  1 6  2  

 3  

南 側 か ら 見 た 敷 地 全 体 の 完 成 イ メ ー ジ 。 左4  

が オ フ ィ ス ・ ホ テ ル 棟 で 、 右 が 住 宅 棟  5  

F i g u r e  1 7  6  

 鉄 骨 造 の 制 振 構 造 で 、 地 上 1 ～ 4 階 に 商7  

業 施 設 、 5 ～ 2 8 階 に オ フ ィ ス 、 3 0 ～ 3 6 階 に8  

ホ テ ル が 入 る 。 オ フ ィ ス は 1 フ ロ ア 1 0 0 09  

坪 超 の 大 き な 空 間 を 確 保 。 ホ テ ル は 客 室 数1 0  

が 2 5 0 室 程 度 で 、 西 武 グ ル ー プ の プ リ ン ス1 1  

ホ テ ル （ 東 京 都 豊 島 区 ） が 旧 館 と と も に 運1 2  

営 す る 。  1 3  

 住 宅 棟 は 西 武 建 設 ・ 大 林 組 ・ 前 田 建 設 工1 4  

業 J V が 施 工 。 こ ち ら も 現 在 、 山 留 め 工 事1 5  

や 掘 削 工 事 が 進 ん で い る 。 建 物 は 鉄 筋 コ ン1 6  



ク リ ー ト 造 で 免 震 構 造 を 採 用 す る 。 フ ロ ン1  

ト コ ン シ ェ ル ジ ュ な ど の サ ー ビ ス を 提 供2  

す る 約 1 3 0 戸 の 賃 貸 住 宅 と な る 計 画 だ 。  3  

 オ フ ィ ス ・ ホ テ ル 棟 と 住 宅 棟 の 工 期 は 1 34  

年 1 月 か ら 1 6 年 5 月 ご ろ ま で 。 設 計 ・ 監5  

理 は 日 建 設 計 が 担 当 。 外 装 デ ザ イ ン は 米 国6  

の 設 計 事 務 所 で あ る コ ー ン ・ ペ ダ ー セ ン ・7  

フ ォ ッ ク ス ・ ア ソ シ エ ー ツ （ K P F ） が 手 掛8  

け た 。  9  

工 事 概 要  1 0  

 名 称 ＝ 旧 グ ラ ン ド プ リ ン ス ホ テ ル 赤 坂  1 1  

旧 館 曳 き 家 工 事 、 工 事 場 所 ＝ 東 京 都 千 代 田1 2  

区 紀 尾 井 町 1 - 2 、 発 注 者 ＝ 西 武 プ ロ パ テ ィ1 3  

ー ズ 、 設 計 ・ 監 理 者 ＝ 日 建 設 計 、 施 工 者 ＝1 4  

大 成 建 設 、 工 期 ＝ 2 0 1 1 年 9 月 1 日 ～ 1 4 年1 5  

1 1 月 3 0 日 、 建 築 面 積 ＝ 約 9 5 0 m 2 （ 平 方 メ1 6  

ー ト ル ） 、 延 べ 面 積 ＝ 約 1 7 9 0 m 2 、 階 数 ＝ 地1 7  

上 2 階 、 構 造 ＝ 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ／ 一 部1 8  

木 造  1 9  



（ 日 経 ア ー キ テ ク チ ュ ア  瀬 川 滋 ）  1  

3 4 7 4 - 3 4 = 3 4 4 0 文 字  2  


